
春から初夏にかけて現場は出産の繁忙期を迎えました。4月の捕獲

活動でメス2頭の妊娠が発覚したことから、現場には出産後の母猫

や生まれたばかりの子猫がいる可能性があります。

そのため5月末まで捕獲活動を一時中断する決断をしました。母猫

だけを先に捕獲してしまい、残された子猫が命を落とす悲劇を防ぐ

ため、「命を取りこぼさないために、あえていったん待つ」という

慎重な判断です。

2026年3月のクラウドファンディングでは、みなさまからたくさんの

温かいご支援をいただき、目標を達成することができました。心より

御礼申し上げます。「知ってしまったからには、関わる」と決めてく

ださったみなさまお一人おひとりの想いが、過酷な廃棄物埋立処分場

に取り残された命を救う大きな力となりました。

そしてクラウドファンディング終了後のいまも、猫たちの保護活動は

続いています。7/1現在までに保護頭数は95頭となり、そのうち57頭

が里親さんのもとへと卒業しました。4月以降の現場の状況と、医療

の取り組みについてお知らせいたします。
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6月からは捕獲活動を再開しています。初夏の厳しい暑さと、カラ

スや鷹などの猛禽類が飛び交う危険な環境の中、ボランティアの仲

間と連携して慎重に捜索を進めています。

現場では草むらから子猫の鳴き声が複数確認されています。そのた

め捕獲した子育て中の母猫をあえて一旦リリースして、子猫との同

時保護を狙うなど、苦渋の決断もしています。

この中断期間中の5月中旬には、東京都

の新しい処分場所長との面談および現

場確認を行い、今後の活動の進め方に

ついての意見交換も行いました。

捕獲・現場活動報告

~命を取りこぼさないための決断と新体制~

95頭を保護57頭の譲渡

また先日、捕獲したメスはすでに避妊手術

が施されていました。この現場は他の地域

から猫が自分で入り込めるような環境では

なく、一般人が自由に出入りできる場所で

もありません。いったいどこからやって来

たのか。人の手によってこの場所に置き去

りにされた可能性も考えざるを得ない状況

です。

こうした課題とその都度向かい合いなが

ら、私たちは一歩ずつ「猫ゼロ」へ向けて

歩みを進めています。



医療ケア報告：過酷な環境を生き抜いた命に向き合う
家族になったよ。保護後の

治療

譲渡会
毎月3〜5回開催しています。
猫をお迎えしたい方はもちろん、クラウドファンディングでご支援くださった
みなさまにも、ご支援がどのように使われているのか、猫たちがどのようにケア
されているのかをご見学に来ていただければうれしいです。

保護した猫たちはすぐに動物病院へ搬送し、検査や治療を行います。水を飲む

ことすら難しい過酷な環境で生きてきたため、命に関わる重症なケースや手術

が必要な子も少なくありません 。

• ウォンカちゃん： 隔離入院中に尿管結石が発覚。投薬での改善が見込めず

　命の危険があったため、外科手術を行いました。現在は術後の経過もよく

　穏やかに過ごしています。

• ふくちゃん： 首の広範囲に耐性菌による皮膚炎があり治療を続けていました

　が、改善が難しいため皮膚を切除して縫い合わせる手術を行いました。

　現在は無事に抜糸も終え 、順調に回復しています。

• チャームちゃん： 6月に保護した長毛のメス（推定5歳）は、強い紫外線に

  よるものか右目が黒く変色しており、悪性黒色腫（メラノーマ）の可能性

  も含めて精密検査を進めています。

保護して終わりではなく、そこから医療、ケア、人馴れ 、譲渡へと長い時間が

続きます。一頭を助けるたびに新たな課題が見えてきますが、みなさまに託し

ていただいた大切な資金をもとに、これからも一歩も引かずに活動を続けてま

いります。

どうか引き続き、この子たちの未来を一緒に見守っていただけたら幸いです。

ふくちゃんウォンカちゃん

あやめ（現 天音）ちゃん　キジサビ

なでなで大好きの甘えん坊になりました。

先住の空ちゃんとも仲良しです。

ミモザ（現 みく）ちゃん　茶トラ

ゆっくりペースながら慣れてきて、

いまではお風呂で出待ちもしてくれます。

たけ（現 ナッツ）ちゃん　茶トラ

先住の大豆ちゃんと元気いっぱい、

毎日走り回っています。

すいせん（現 ひなた）ちゃん＆ぽー

（現 かぐや）ちゃん　サビ＆白黒

２匹はとても仲良し。自分たちの生活も

この子たちのおかげで豊かになりました。

アラン（現 あらん）ちゃん　

茶白　我が家にもすっかり慣れ

て、家族の一員です。あらんが

いて、毎日本当に幸せです。

~卒業猫たちの近況~

チャームちゃん
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